
                                                          ２０１７年１０月吉日 

洞薬会会員 各位 

                 洞薬会会長       入江 利行 

                              洞薬会例会理事        末松 文博 

                                           例会企画委員長     岩田 幸治 

 

第２２０回洞薬会例会のご案内 

 

 謹啓 時下、皆様にはますますご健勝のこととお喜び申し上げます。 

    さて、第２２０回洞薬会例会を下記の要領で開催いたします。 

     ご多忙中の事と存じますが、万障お繰り合わせのうえ、多数ご出席ください  

 ますようお願い申し上げます。                                謹白 

                  記 

 

    日 時   ２０１７年１１月１６日（木）、１８：４５～２０：３０ 

    場 所    ステーションホテル小倉  5階 飛翔の間 

                       北九州市小倉北区浅野1丁目1－1（TEL:093-541-7111） 

 

                      司会：原 知斉 先生（新小文字病院）  

    情報提供（１８:４５～１９:００） 

「ニプロのがん薬物療法への取り組みについて」 

上田 新 （ニプロ株式会社 営業推進部） 

 

共催：洞薬会（北九州地区勤務薬剤師会） 福岡県病院薬剤師会  ニプロ株式会社 

 【問い合わせ先】 〒802-0022 福岡県北九州市小倉北区上富野３丁目１９−１ 

                        北九州小倉病院薬剤科    岩田 幸治 

                  TEL: 093-511-7381、FAX:093-511-7393 

※日病薬病院薬学認定薬剤師制度の研修カリキュラム（項目Ⅲ-1）1単位 

※本研修において日本薬剤師研修センターの受講シールを配布致します。 

※非会員の方は参加費として1000円を徴収させていただきます。（学生、研修生は除く） 

テーマ： ポリファーマシーに対する取り組み 

座長：吉原 郁夫 先生（新行橋病院） 

 会員発表（１９:００～２０:３０） 

1 当院におけるポリファーマシー対策について 

戸畑リハビリテーション病院：堀 正三  先生 

 2  介護老人保健施設における多剤併用回避への処方提案 

かつやま診療所：早野 俊行 先生 

3   JCHO 九州病院におけるポリファーマシー対策 

～退院後につなげる施設間連絡書作成の試み～ 

JCHO 九州病院：阿部 名月 先生 

4  調剤薬局におけるポリファーマシーへの取り組み 

小倉薬剤師会：平本 麻子 先生 

 


